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	研究課題名:心血管系病変における間質細胞／線維芽細胞の多様性と線維化進行の関係性の解明
	7. 検査結果の開示
	本研究はコホート研究であり，個々の患者の治療を目的として解析するものではなく，この研究の成果を実際の治療に結びつけるには，今後さらに研究を進める必要があり，今すぐ，個人の病気の治療などに役立つものではありません。よって，研究対象者本人に検査結果を開示しません。
	この研究は，研究助成（課題名：収縮性心膜炎における線維化・石灰化機序と間質線細胞の多様性）を得て実施するものです。この研究の研究担当者は，金沢大学の規定に基づく利益相反審査機関へ自己申告し，その審査と承認を得ています。従って，この研究の研究担当者は，この研究の実施の際に個人的な利益のために専門的な判断を曲げるようなことは一切いたしません。また，学会発表は論文の公表にあたっては，資金について公表し研究の透明化を図ります。

